
(57)【要約】

【課題】マイグレーションによる配線パターン間の短絡

が防止される内視鏡用多層配線基板、および、かかる内

視鏡用多層配線基板を備える内視鏡を提供すること。

【解決手段】多層配線基板１１は、積層された複数の絶

縁体層１２～１４で構成される基板１１０と、基板１１

０の外面に設けられ、電子部品１５が備える端子１５１

と接続される端子１４２と、基板１１０の内部に設けら

れ、端子１４２と電気的に接続された配線パターン１２

１、１４１とを有し、端子１４２のみが基板１１０から

露出している。これにより、内視鏡内に水蒸気が浸入し

た場合でも、配線パターン１２１、１４１が、直接水蒸

気に曝されるのことを防止することができる。その結果

、配線パターン１２１、１４１において、配線同士の間

に水分が残留することによるマイグレーションの発生を

防止して、マイグレーションの発生による配線パターン

の短絡を防止する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 で あ っ て 、
　 絶 縁 性 を 有 す る 基 板 と 、
　 電 子 部 品 が 備 え る 端 子 と 接 続 さ れ る 端 子 と 、
　 前 記 端 子 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 配 線 パ タ ー ン と を 有 し 、
　 前 記 端 子 を 残 し て 、 前 記 配 線 パ タ ー ン が 前 記 基 板 の 内 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 は 、 積 層 さ れ た 複 数 の 絶 縁 体 層 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 配 線 パ タ ー ン は 、 前 記 絶 縁 体 層 同 士 の 間 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡
用 多 層 配 線 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 端 子 が 設 け ら れ た 絶 縁 体 層 に は 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、 該 貫 通 孔 内 に 設 け ら れ た 導 電 部
を 介 し て 、 前 記 端 子 と 前 記 配 線 パ タ ー ン と が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に
記 載 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 端 子 は 、 前 記 基 板 の 最 外 面 か ら 突 出 し て お り 、 そ の 突 出 高 さ が 前 記 配 線 パ タ ー ン の
厚 さ よ り 大 き い 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 端 子 の 突 出 高 さ を Ａ ［ μ ｍ ］ と し 、 前 記 配 線 パ タ ー ン の 厚 さ を Ｂ ［ μ ｍ ］ と し た と
き 、 Ａ ／ Ｂ が １ ． ５ 以 上 な る 関 係 を 満 足 す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 お よ び 内 視 鏡 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 療 の 分 野 で は 、 消 化 管 等 の 検 査 や 診 断 に 、 内 視 鏡 が 使 用 さ れ て い る 。
　 こ の よ う な 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 該 挿 入 部 の 操 作 を 行 う 操 作 部 と 、
操 作 部 に 接 続 さ れ た 接 続 部 可 撓 管 と 、 接 続 部 可 撓 管 の 先 端 部 に 接 続 さ れ た 光 源 差 込 部 と を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 挿 入 部 の 先 端 に は 、 例 え ば 撮 像 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） が 設 け ら れ 、 こ の 撮 像 素 子 で 撮 像 さ れ た
被 写 体 像 の 画 像 信 号 が 、 内 視 鏡 内 に 連 続 し て 配 設 さ れ た 画 像 信 号 ケ ー ブ ル を 介 し て 光 源 差
込 部 に 伝 達 さ れ る 。 そ し て 、 光 源 差 込 部 に 接 続 さ れ た モ ニ タ 装 置 に 入 力 さ れ る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 内 視 鏡 に は 、 各 箇 所 に 電 子 部 品 が 実 装 さ れ た 配 線 基 板 が 内 蔵 さ れ
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 挿 入 部 の 先 端 に は 、 撮 像 素 子 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 や 被 写 体 像 を 画 像 信 号 に 変 換
す る 信 号 処 理 回 路 等 を 有 す る 配 線 基 板 が 内 蔵 さ れ る 。 ま た 光 源 差 込 部 に は 、 撮 像 素 子 か ら
送 出 さ れ た 画 像 信 号 に 所 定 の 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 回 路 等 を 有 す る 配 線 基 板 が 内 蔵 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 配 線 基 板 は 、 通 常 、 絶 縁 性 の 基 板 上 に 、 電 子 部 品 が 接 続 さ れ る 端 子 と 、 前 記
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端 子 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 配 線 パ タ ー ン が 設 け ら れ て 構 成 さ れ 、 端 子 に 電 子 部 品 が 接 続 さ
れ る こ と に よ り 、 所 定 の 回 路 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 配 線 基 板 で は 、 配 線 パ タ ー ン が 表 面 に 露 出 し て い る こ と か ら 、 特 に
内 視 鏡 に 搭 載 し た 場 合 に は 、 次 の よ う な 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 内 視 鏡 で は 、 挿 入 部 が 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 際 に 生 体 組 織 や 血 液 に よ っ て 汚 染
さ れ る 。 こ の た め 、 検 査 ・ 処 理 終 了 後 に 、 汚 染 物 を 除 去 す る た め の 洗 浄 ・ 消 毒 ・ 滅 菌 処 理
が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の う ち 滅 菌 処 理 は 、 一 般 に １ ３ ０ ℃ 以 上 の 高 温 高 圧 蒸 気 で 満 た さ れ た オ ー ト ク レ ー ブ
内 に 内 視 鏡 を 一 定 時 間 放 置 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 内 視 鏡 内 に は 、 オ ー ト ク レ ー ブ に よ る 滅 菌 時 に 水 蒸 気 が 侵 入 す る 場 合 が あ る 。
こ の と き 、 配 線 パ タ ー ン が 外 部 に 露 出 し て い る と 、 こ の 侵 入 し た 水 蒸 気 に 曝 さ れ 、 配 線 パ
タ ー ン 上 に 水 分 が 残 留 す る 。 そ し て 、 特 に 、 配 線 パ タ ー ン の 印 加 電 圧 が 異 な る ２ 点 間 に 水
分 が 残 留 す る と 、 こ の 水 分 を 介 し て マ イ グ レ ー シ ョ ン が 発 生 し 、 ２ 点 間 が 短 絡 す る と い っ
た 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ９ ７ ７ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 マ イ グ レ ー シ ョ ン に よ る 配 線 パ タ ー ン 間 の 短 絡 が 防 止 さ れ る 内 視 鏡 用
多 層 配 線 基 板 、 お よ び 、 か か る 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 を 備 え る 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 目 的 は 、 下 記 （ １ ） ～ （ ６ ） の 本 発 明 に よ り 達 成 さ れ る 。
　 （ １ ） 　 内 視 鏡 に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 で あ っ て 、
　 絶 縁 性 を 有 す る 基 板 と 、
　 電 子 部 品 が 備 え る 端 子 と 接 続 さ れ る 端 子 と 、
　 前 記 端 子 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 配 線 パ タ ー ン と を 有 し 、
　 前 記 端 子 を 残 し て 、 前 記 配 線 パ タ ー ン が 前 記 基 板 の 内 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 配 線 パ タ ー ン の 配 線 同 士 の 間 に 水 分 が 貯 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き 、
そ の 結 果 、 マ イ グ レ ー シ ョ ン の 発 生 に よ る 配 線 パ タ ー ン 間 の 短 絡 を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ２ ） 　 前 記 基 板 は 、 積 層 さ れ た 複 数 の 絶 縁 体 層 で 構 成 さ れ 、
　 前 記 配 線 パ タ ー ン は 、 前 記 絶 縁 体 層 同 士 の 間 に 設 け ら れ て い る 上 記 （ １ ） に 記 載 の 内 視
鏡 用 多 層 配 線 基 板 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 配 線 パ タ ー ン の 配 線 同 士 の 間 に 水 分 が 貯 留 す る の を よ り 確 実 に 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ３ ） 　 前 記 端 子 が 設 け ら れ た 絶 縁 体 層 に は 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、 該 貫 通 孔 内 に 設 け ら れ
た 導 電 部 を 介 し て 、 前 記 端 子 と 前 記 配 線 パ タ ー ン と が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 上 記 （ １ ）
ま た は （ ２ ） に 記 載 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 配 線 パ タ ー ン の 配 線 同 士 の 間 に 水 分 が 貯 留 す る の を よ り 確 実 に 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ４ ） 　 前 記 端 子 は 、 前 記 基 板 の 最 外 面 か ら 突 出 し て お り 、 そ の 突 出 高 さ が 前 記 配 線 パ
タ ー ン の 厚 さ よ り 大 き い 上 記 （ １ ） な い し （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基
板 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 端 子 に 接 続 さ れ た 電 子 部 品 と 基 板 と の 間 の 通 気 性 が 保 た れ 、 電 子 部 品 が 有
す る 端 子 同 士 の 間 に 水 分 が 貯 留 す る の を 防 止 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 マ イ グ レ ー シ ョ
ン の 発 生 に よ る 電 子 部 品 の 端 子 間 の 短 絡 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ５ ） 　 前 記 端 子 の 突 出 高 さ を Ａ ［ μ ｍ ］ と し 、 前 記 配 線 パ タ ー ン の 厚 さ を Ｂ ［ μ ｍ ］
と し た と き 、 Ａ ／ Ｂ が １ ． ５ 以 上 な る 関 係 を 満 足 す る 上 記 （ ４ ） に 記 載 の 内 視 鏡 用 多 層 配
線 基 板 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 端 子 に 接 続 さ れ た 電 子 部 品 と 絶 縁 体 層 と の 間 に 通 気 性 が よ り 確 実 に 確 保 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ ６ ） 　 上 記 （ １ ） な い し （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
　 こ れ に よ り 、 信 頼 性 の 高 い 内 視 鏡 が 得 ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 端 子 の み が 基 板 か ら 露 出 し 、 配 線 パ タ ー ン が 基 板 か ら 露 出 し て い な い
こ と に よ り 、 当 該 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 が 水 蒸 気 に 曝 さ れ た 場 合 で も 、 配 線 パ タ ー ン 間 に
水 分 が 残 留 す る の が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し た が っ て 、 水 分 を 介 在 し て 発 生 す る 配 線 パ タ ー ン 間 の マ イ グ レ ー シ ョ ン が 抑 え ら れ 、
マ イ グ レ ー シ ョ ン に よ る 配 線 パ タ ー ン 間 の 短 絡 が 防 止 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 お よ び 内 視 鏡 を 添 付 図 面 に 示 す 好 適 実 施 形 態 に 基
づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ＜ 内 視 鏡 ＞
　 ま ず 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 が 内 蔵 さ れ る 内 視 鏡 に つ い て 、 電 子 内 視 鏡 を 例 に
し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は 、 電 子 内 視 鏡 （ 電 子 ス コ ー プ ） を 示 す 全 体 図 で あ る 。 以 下 、 図 １ 中 、 上 側 を 「 基
端 」 、 下 側 を 「 先 端 」 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に 示 す 電 子 内 視 鏡 １ は 、 可 撓 性 （ 柔 軟 性 ） を 有 す る 長 尺 物 の 挿 入 部 可 撓 管 ２ と 、 挿
入 部 可 撓 管 ２ の 基 端 部 に 接 続 さ れ 、 術 者 が 把 持 し て 電 子 内 視 鏡 １ 全 体 を 操 作 す る 操 作 部 ６
と 、 操 作 部 ６ に 接 続 さ れ た 接 続 部 可 撓 管 ７ と 、 接 続 部 可 撓 管 ７ の 先 端 部 に 接 続 さ れ た 光 源
差 込 部 ８ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 ２ は 、 体 腔 内 に 挿 入 し て 使 用 さ れ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 可 撓 管 ２
は 、 手 元 （ 基 端 ） 側 か ら 可 撓 管 部 ２ ０ と 、 可 撓 管 部 ２ ０ の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 湾 曲 可 能 な
湾 曲 部 ２ １ と を 有 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 ２ の 外 表 面 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ の 体 腔 内 へ の 挿 入 深 さ を 表 示 す る
目 盛 り ２ ２ が 付 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 挿 入 部 可 撓 管 ２ を 体 腔 内 に 挿 入 す る 際 に 、 こ の
目 盛 り ２ ２ を 視 認 し つ つ 操 作 す る こ と に よ り 、 挿 入 部 可 撓 管 ２ の 先 端 を 、 所 望 の 位 置 に 確
実 に 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 湾 曲 部 ２ １ の 先 端 部 内 側 に は 、 観 察 部 位 に お け る 被 写 体 像 を 撮 像 す る 図 示 し な い 撮 像 素
子 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） が 設 け ら れ て お り 、 こ の 撮 像 素 子 は 、 挿 入 部 可 撓 管 ２ 内 、 操 作 部 ６ 内 お よ び
接 続 部 可 撓 管 ７ 内 に 連 続 し て 配 設 さ れ た 画 像 信 号 ケ ー ブ ル （ 図 示 せ ず ） に よ り 、 光 源 差 込
部 ８ に 設 け ら れ た 画 像 信 号 用 コ ネ ク タ ８ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 光 源 差 込 部 ８ の 先 端 部 に は 、 光 源 用 コ ネ ク タ ８ １ が 画 像 信 号 用 コ ネ ク タ ８ ２ と 併
設 さ れ 、 光 源 用 コ ネ ク タ ８ １ お よ び 画 像 信 号 用 コ ネ ク タ ８ ２ を 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 （ 図
示 せ ず ） の 接 続 部 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 光 源 差 込 部 ８ が 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 さ れ
る 。 こ の 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 に は 、 ケ ー ブ ル を 介 し て モ ニ タ 装 置 （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 か ら 発 せ ら れ た 光 は 、 光 源 用 コ ネ ク タ ８ １ 、 お よ び 、 光 源 差 込 部 ８
内 、 接 続 部 可 撓 管 ７ 内 、 操 作 部 ６ 内 お よ び 挿 入 部 可 撓 管 ２ 内 に 連 続 し て 配 設 さ れ た ラ イ ト
ガ イ ド （ 図 示 せ ず ） を 通 り 、 湾 曲 部 ２ １ （ 挿 入 部 可 撓 管 ２ ） の 先 端 部 よ り 観 察 部 位 に 照 射
さ れ 、 照 明 す る 。 こ の よ う な ラ イ ト ガ イ ド は 、 例 え ば 、 石 英 、 多 成 分 ガ ラ ス 、 プ ラ ス チ ッ
ク 等 に よ り 構 成 さ れ る 光 フ ァ イ バ ー が 複 数 本 束 ね ら れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 照 明 光 に よ り 照 明 さ れ た 観 察 部 位 か ら の 反 射 光 （ 被 写 体 像 ） は 、 撮 像 素 子 で 撮 像 さ
れ る 。 撮 像 素 子 で は 、 撮 像 さ れ た 被 写 体 像 に 応 じ た 画 像 信 号 が 出 力 さ れ る 。 こ の 画 像 信 号
は 、 画 像 信 号 ケ ー ブ ル を 介 し て 光 源 差 込 部 ８ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 光 源 差 込 部 ８ 内 お よ び 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 内 で 所 定 の 処 理 （ 例 え ば 、 信 号 処 理
、 画 像 処 理 等 ） が な さ れ 、 そ の 後 、 モ ニ タ 装 置 に 入 力 さ れ る 。 モ ニ タ 装 置 で は 、 撮 像 素 子
で 撮 像 さ れ た 画 像 （ 電 子 画 像 ） 、 す な わ ち 動 画 の 内 視 鏡 モ ニ タ 画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 操 作 部 ６ に は 、 図 １ 中 上 面 に 、 第 １ 操 作 ノ ブ ６ １ 、 第 ２ 操 作 ノ ブ ６ ２ 、 第 １ ロ ッ
ク レ バ ー ６ ３ お よ び 第 ２ ロ ッ ク レ バ ー ６ ４ が 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 各 操 作 ノ ブ ６ １ 、 ６ ２ を 回 転 操 作 す る と 、 挿 入 部 可 撓 管 ２ 内 に 配 設 さ れ た ワ イ ヤ （ 図 示
せ ず ） が 牽 引 さ れ て 、 湾 曲 部 ２ １ が ４ 方 向 に 湾 曲 し 、 湾 曲 部 ２ １ の 方 向 を 変 え る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 各 ロ ッ ク レ バ ー ６ ３ 、 ６ ４ を 反 時 計 回 り に 回 転 操 作 す る と 、 そ れ ぞ れ 、 湾 曲 部 ２
１ の 湾 曲 状 態 （ 上 下 方 向 お よ び 左 右 方 向 へ の 湾 曲 状 態 ） を 固 定 （ 保 持 ） す る こ と が で き 、
一 方 、 時 計 回 り に 回 転 操 作 す る と 、 湾 曲 し た 状 態 で 固 定 さ れ た 湾 曲 部 ２ １ の 固 定 を 解 除 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 操 作 部 ６ の 図 １ 中 側 面 （ 周 面 ） に は 、 複 数 （ 本 実 施 形 態 で は 、 ３ つ ） の 制 御 ボ タ
ン ６ ５ 、 吸 引 ボ タ ン ６ ６ お よ び 送 気 ・ 送 液 ボ タ ン ６ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 電 子 内 視 鏡 １ を 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 （ 外 部 装 置 ） に 接 続 し た 状 態 で 、 各 制 御 ボ タ ン ６ ５
を 押 圧 操 作 す る こ と に よ り 、 光 源 プ ロ セ ッ サ 装 置 や モ ニ タ 装 置 等 の 周 辺 機 器 の 諸 動 作 （ 例
え ば 、 電 子 画 像 の 動 画 と 静 止 画 と の 切 り 替 え 、 電 子 画 像 の フ ァ イ リ ン グ シ ス テ ム や 撮 影 装

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-102268 A 2006.4.20



置 の 作 動 お よ び ／ ま た は 停 止 、 電 子 画 像 の 記 録 装 置 の 作 動 お よ び ／ ま た は 停 止 等 ） を 遠 隔
操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 吸 引 ボ タ ン ６ ６ お よ び 送 気 ・ 送 液 ボ タ ン ６ ７ は 、 そ れ ぞ れ 、 光 源 差 込 部 ８ 内 、 接 続 部 可
撓 管 ７ 内 、 操 作 部 ６ 内 お よ び 挿 入 部 可 撓 管 ２ 内 に 連 続 し て 形 成 さ れ 、 一 端 が 挿 入 部 可 撓 管
２ の 先 端 で 開 放 し 、 他 端 が 光 源 差 込 部 ８ で 開 放 す る 吸 引 チ ャ ン ネ ル お よ び 送 気 ・ 送 液 チ ャ
ン ネ ル （ い ず れ も 図 示 せ ず ） を 開 閉 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 す な わ ち 、 吸 引 ボ タ ン ６ ６ お よ び 送 気 ・ 送 液 ボ タ ン ６ ７ を 押 圧 操 作 す る 前 に は 、 吸 引 チ
ャ ン ネ ル お よ び 送 気 ・ 送 液 チ ャ ン ネ ル は 閉 塞 さ れ て お り （ 流 体 が 通 過 不 能 な 状 態 と さ れ て
お り ） 、 一 方 、 吸 引 ボ タ ン ６ ６ お よ び 送 気 ・ 送 液 ボ タ ン ６ ７ を 押 圧 操 作 す る と 、 吸 引 チ ャ
ン ネ ル お よ び 送 気 ・ 送 液 チ ャ ン ネ ル が 連 通 す る （ 流 体 が 通 過 可 能 な 状 態 と な る ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 電 子 内 視 鏡 １ の 使 用 時 に は 、 吸 引 チ ャ ン ネ ル の 他 端 に は 、 吸 引 手 段 が 接 続 さ れ 、
送 気 ・ 送 液 チ ャ ン ネ ル の 他 端 に は 、 送 気 ・ 送 液 手 段 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 吸 引 チ ャ ン ネ ル が 連 通 し た 状 態 で は 、 挿 入 部 可 撓 管 ２ の 先 端 か ら 体 腔 内 の
体 液 や 血 液 等 を 吸 引 す る こ と が で き 、 ま た 、 送 気 ・ 送 液 チ ャ ン ネ ル が 連 通 し た 状 態 で は 、
挿 入 部 可 撓 管 ２ の 先 端 か ら 体 腔 内 へ 液 体 や 気 体 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ＜ 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 （ 以 下 、 単 に 「 多 層 配 線 基 板 」 と 言 う 。 ） に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ２ は 、 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 以 下 、 図 ２ 中 、 上 側 を
「 上 」 、 下 側 を 「 下 」 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 多 層 配 線 基 板 １ １ は 、 電 子 部 品 １ ５ が 実 装 さ れ 、 所 定 の 回 路 が 形 成 さ れ た 状 態 で 、
前 述 し た よ う な 電 子 内 視 鏡 １ の 各 部 に 内 蔵 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 例 え ば 、 湾 曲 部 ２ １ の 先 端 部 内 側 に は 、 撮 像 素 子 を 駆 動 す る 駆 動 回 路 や 被 写 体 像 を 画 像
信 号 に 変 換 す る 信 号 処 理 回 路 等 が 形 成 さ れ た 多 層 配 線 基 板 １ １ が 内 蔵 さ れ る 。 ま た 、 光 源
差 込 部 に は 、 撮 像 素 子 か ら 送 出 さ れ た 画 像 信 号 に 所 定 の 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 回 路 等 が
形 成 さ れ た 多 層 配 線 基 板 １ １ が 内 蔵 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ２ に 示 す 多 層 配 線 基 板 １ １ は 、 第 １ の 絶 縁 体 層 １ ２ 、 第 ２ の 絶 縁 体 層 １ ３ お よ び 第 ３
の 絶 縁 体 層 １ ４ が こ の 順 に 積 層 さ れ た 基 板 １ １ ０ と 、 基 板 １ １ ０ の 上 面 （ 最 外 面 ） １ １ １
に 突 出 し て 設 け ら れ た 複 数 の 端 子 １ ４ ２ と 、 基 板 １ １ ０ の 内 部 （ 絶 縁 体 層 同 士 の 間 ） に 設
け ら た 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ お よ び 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 各 絶 縁 体 層 は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ お よ び 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４ １
と 端 子 １ ４ ２ と を 支 持 す る と と も に 、 多 層 配 線 基 板 １ １ の 内 側 に 水 蒸 気 が 侵 入 す る の を 防
止 す る 遮 蔽 材 と し て 機 能 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ れ ら の 絶 縁 体 層 の 構 成 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 有 機 系 、 無 機 系 の い ず れ の 材 料 で あ っ
て も よ く 、 こ れ ら の 複 合 材 料 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で 、 無 機 系 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 セ ラ ミ ッ ク 材 料 、 ガ ラ ス 材 料 等 が 挙 げ ら れ 、 有
機 系 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 の よ う な 樹 脂 材 料 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 ま た 、 複 合 材 料 で 構 成 さ れ る 絶 縁 体 層 と し て は 、 例 え ば 、 ガ ラ ス ク ロ ス や ガ ラ ス フ ィ ラ
ー 、 ア ラ ミ ド 樹 脂 、 紙 等 の 充 填 材 （ 補 強 材 ） に 、 エ ポ キ シ 樹 脂 や ポ リ イ ミ ド 樹 脂 等 を 含 浸
さ せ て な る も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ れ ら の 中 で も 、 各 絶 縁 体 層 （ 特 に 、 第 １ の 絶 縁 体 層 １ ２ お よ び 第 ３ の 絶 縁 体 層 １ ４ ）
に は 、 そ れ ぞ れ 、 充 填 材 に ポ リ イ ミ ド 樹 脂 を 含 浸 さ せ た も の が 好 適 で あ る 。 こ の も の は 、
耐 熱 性 お よ び 耐 湿 性 に 優 れ 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 等 に 際 し て 、 多 層 配 線 基 板 １ １ の 内 側 に
水 蒸 気 が 侵 入 す る の を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 各 絶 縁 体 層 は 、 そ れ ぞ れ 、 単 層 構 成 の も の で あ っ て も よ く 、 ２ 層 以 上 を 積 層 し た
多 層 構 成 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 １ の 絶 縁 体 層 １ ２ に は 、 第 ２ の 絶 縁 体 層 １ ３ 側 の 面 （ 上 面 ） に 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン
１ ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 一 方 、 第 ３ の 絶 縁 体 層 １ ４ に は 、 第 ２ の 絶 縁 体 層 １ ３ 側 の 面 （ 下 面 ） に 、 第 ２ の 配 線 パ
タ ー ン １ ４ １ が 形 成 さ れ 、 第 ２ の 絶 縁 体 層 １ ３ と 反 対 側 の 面 （ 上 面 １ １ １ ） に 、 複 数 の 端
子 １ ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 端 子 １ ４ ２ は 、 例 え ば 、 抵 抗 器 、 コ ン デ ン サ 、 ダ イ オ ー ド 、 ト ラ ン ジ ス タ 、 Ｉ Ｃ 等 の 電
子 部 品 １ ５ が 備 え る 端 子 １ ５ １ と 接 続 さ れ る 電 気 接 続 部 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ お よ び 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ は 、 そ れ ぞ れ 、 端 子 １ ４ ２
と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ 、 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ お よ び 端 子 １ ４ ２ の 構 成 材 料 と
し て は 、 例 え ば 、 Ａ ｕ 、 Ｓ ｎ 、 Ｃ ｕ ま た は こ れ ら を 含 む 合 金 、 Ｉ Ｔ Ｏ 、 Ｆ Ｔ Ｏ の よ う な 導
電 性 酸 化 物 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て （ 例 え ば 、 積 層 体
と し て ） 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 第 ２ の 絶 縁 体 層 １ ３ に は 、 複 数 の ス ル ー ホ ー ル １ ３ １ が 貫 通 し て 形 成 さ れ 、 第 ３
の 絶 縁 体 層 １ ４ に は 、 複 数 の ス ル ー ホ ー ル １ ４ ３ が 貫 通 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ス ル ー ホ ー ル １ ３ １ お よ び ス ル ー ホ ー ル １ ４ ３ 内 に は 、 そ れ ぞ れ 、 導 電 部 １ ３ ２ 、 １ ４
４ が 設 け ら れ 、 導 電 部 １ ３ ２ に よ り 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ と 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４
１ と が 、 ま た 、 導 電 部 １ ４ ４ に よ り 端 子 １ ４ ２ と 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ と が 、 そ れ ぞ
れ 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 導 電 部 １ ３ ２ お よ び 導 電 部 １ ４ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 例 え ば 、 導 電 性 粒 子 と バ イ ン ダ と を 含
有 す る 導 電 性 ペ ー ス ト や 金 属 メ ッ キ 層 等 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 導 電 性 ペ ー ス ト に 用 い ら れ る 導 電 性 粒 子 と し て は 、 例 え ば 、 銀 粒 子 、 銅 粒 子 等 が 挙 げ ら
れ る 。 ま た 、 バ イ ン ダ と し て は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 ポ リ ス ル ホ ン 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ
ル 樹 脂 、 フ ェ ノ キ シ 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う な 多 層 配 線 基 板 １ １ で は 、 各 端 子 １ ４ ２ が 第 ３ の 絶 縁 体 層 １ ４ （ 基 板 １ １ ０ ）
の 上 面 （ 最 外 面 ） １ １ １ か ら 突 出 （ 露 出 ） し 、 こ れ ら の 端 子 １ ４ ２ を 残 し て 、 第 １ の 配 線
パ タ ー ン １ ２ １ お よ び 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ は 、 基 板 １ １ ０ の 内 部 に 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 し た が っ て 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 等 に よ っ て 、 電 子 内 視 鏡 １ 内 に 水 蒸 気 が 浸 入 し た 場 合
で も 、 各 絶 縁 体 層 が 遮 蔽 材 と な り 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ お よ び 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン
１ ４ １ が 、 直 接 、 水 蒸 気 に 曝 さ れ る の こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ お よ び 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ に お い て 、 配
線 同 士 の 間 に 水 分 が 残 留 す る こ と に よ る マ イ グ レ ー シ ョ ン の 発 生 が 防 止 さ れ 、 マ イ グ レ ー
シ ョ ン の 発 生 に よ る 配 線 パ タ ー ン の 短 絡 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 端 子 １ ４ ２ の 基 板 １ １ ０ の 上 面 １ １ １ か ら の 突 出 高 さ は 、 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ 、
１ ４ １ の 厚 さ よ り も 大 き い の が 好 ま し い 。 端 子 １ ４ ２ の 高 さ を 比 較 的 高 く す る こ と に よ り
、 端 子 １ ４ ２ に 接 続 さ れ た 電 子 部 品 １ ５ と 第 ３ の 絶 縁 体 層 １ ４ （ 多 層 配 線 基 板 １ １ ） と の
間 に 、 比 較 的 大 き な 隙 間 が 形 成 さ れ て 通 気 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 等 に 際 し て 、 電 子 内 視 鏡 １ 内 に 水 蒸 気 が 浸 入 し た 場 合
で も 、 電 子 部 品 １ ５ と 第 ３ の 絶 縁 体 層 １ ４ と の 間 に 水 分 が 残 留 し 難 く な り 、 電 子 部 品 １ ５
の 端 子 １ ５ １ 同 士 の 間 に 水 分 が 残 留 す る の を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き 、 当 該 部 分 に お
け る マ イ グ レ ー シ ョ ン の 発 生 に よ る 短 絡 も 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 具 体 的 に は 、 端 子 １ ４ ２ の 突 出 高 さ を Ａ ［ μ ｍ ］ と し 、 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ （ １ ２ １ ）
の 厚 さ を Ｂ ［ μ ｍ ］ と し た と き 、 Ａ ／ Ｂ が １ ． ５ 以 上 な る 関 係 を 満 足 す る の が 好 ま し く 、
２ 以 上 な る 関 係 を 満 足 す る の が よ り 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 前 記 効 果 が よ り 顕 著 に 発 揮 さ
れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ の 厚 さ と 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ の 厚 さ と は 、
ほ ぼ 等 し い が 、 こ れ ら が 異 な る 場 合 や 、 ３ つ 以 上 の 厚 さ の 異 な る 配 線 パ タ ー ン が 形 成 さ れ
る 場 合 、 端 子 １ ４ ２ の 突 出 高 さ は 、 最 大 厚 の 配 線 パ タ ー ン の 厚 さ よ り も 大 き く な る よ う に
設 定 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 特 に 、 本 実 施 形 態 の 多 層 配 線 基 板 １ １ で は 、 第 ２ 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ と 端 子 １ ４
２ と を 同 一 面 内 に 形 成 し な い 、 す な わ ち 、 第 ２ 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ と 端 子 １ ４ ２ と を 個 別
に 形 成 す る の で 、 前 述 し た よ う な 高 さ の 端 子 １ ４ ２ を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の よ う な 多 層 配 線 基 板 １ １ は 、 例 え ば 、 次 の よ う に し て 製 造 す る こ と が で き る 。
　 ＜ １ ＞ 　 ま ず 、 第 １ の 絶 縁 体 層 １ ２ を 用 意 し て 、 第 １ の 絶 縁 体 層 １ ２ の 上 面 に 、 第 １ の
配 線 パ タ ー ン １ ２ １ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ れ は 、 例 え ば 、 第 １ の 絶 縁 体 層 １ ２ の 上 面 に 導 電 膜 を 設 け た 後 、 不 要 部 分 を エ ッ チ ン
グ に よ り 除 去 す る こ と に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ＜ ２ ＞ 　 ま た 、 第 ３ の 絶 縁 体 層 １ ４ を 用 意 し て 、 例 え ば レ ー ザ 加 工 等 に よ り 、 ス ル ー ホ
ー ル １ ４ ３ を 貫 通 し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 ス ル ー ホ ー ル １ ４ ３ 内 に 、 例 え ば 導 電 性 ペ ー ス ト を 供 給 す る 方 法 や メ ッ キ 法 等 に
よ り 、 導 電 部 １ ４ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ の 形 成 と 同 様 に し て 、 第 ３ の 絶 縁 体 層 １ ４ の 下 面 に 第
２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ と 、 上 面 に 端 子 １ ４ ２ と を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ＜ ３ ＞ 　 次 に 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ の 所 定 の 箇 所 に 、 例 え ば メ ッ キ 法 等 に よ り 、
導 電 部 １ ３ ２ を 形 成 す る 。
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【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ＜ ４ ＞ 　 次 に 、 第 １ の 絶 縁 体 層 １ ２ の 上 面 に 、 例 え ば 熱 硬 化 性 樹 脂 や 光 硬 化 性 樹 脂 等 の
硬 化 性 樹 脂 前 駆 体 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ＜ ５ ＞ 　 次 に 、 第 １ の 配 線 パ タ ー ン １ ２ １ と 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン １ ４ １ と が 対 向 す る よ
う に 、 第 １ の 絶 縁 体 層 １ ２ と 第 ３ の 絶 縁 体 層 １ ４ と を 配 置 し て 接 近 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の 状 態 で 、 前 記 硬 化 性 樹 脂 前 駆 体 を 硬 化 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ の 絶 縁 体 層 １ ３ が
形 成 さ れ る と と も に 、 第 １ の 絶 縁 体 層 １ ２ と 第 ２ の 絶 縁 体 層 １ ４ と が 接 合 さ れ る 。
　 以 上 の よ う な 工 程 を 経 て 、 多 層 配 線 基 板 １ １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 お よ び 内 視 鏡 を 図 示 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た
が 、 本 発 明 は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 の 多 層 配 線 基 板 は 、 ３ 層 の 絶 縁 体 層 が 積 層 さ れ た も の に 限 ら ず 、 ２ 層 構
成 で あ っ て も 、 ４ 層 以 上 の 多 層 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 多 層 配 線 基 板 が 内 蔵 さ れ る 部 位 は 、 湾 曲 部 の 先 端 部 内 側 や 光 源 差 込 部 に 限 る も の
で は な い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 多 層 配 線 基 板 が 内 蔵 さ れ る 内 視 鏡 は 、 電 子 内 視 鏡 に 限 ら ず 、 光 学 内 視 鏡
（ フ ァ イ バ ー ス コ ー プ ） で あ っ て も よ く 、 さ ら に 、 医 療 用 内 視 鏡 に 限 ら ず 、 工 業 用 途 に 用
い ら れ る 内 視 鏡 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 図 １ 】 電 子 内 視 鏡 （ 電 子 ス コ ー プ ） を 示 す 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 用 多 層 配 線 基 板 の 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 電 子 内 視 鏡
　 ２ 　 　 　 　 　 　 挿 入 部 可 撓 管
　 ２ ０ 　 　 　 　 　 可 撓 管 部
　 ２ １ 　 　 　 　 　 湾 曲 部
　 ２ ２ 　 　 　 　 　 目 盛 り
　 ６ 　 　 　 　 　 　 操 作 部
　 ６ １ 　 　 　 　 　 第 １ 操 作 ノ ブ
　 ６ ２ 　 　 　 　 　 第 ２ 操 作 ノ ブ
　 ６ ３ 　 　 　 　 　 第 １ ロ ッ ク レ バ ー
　 ６ ４ 　 　 　 　 　 第 ２ ロ ッ ク レ バ ー
　 ６ ５ 　 　 　 　 　 制 御 ボ タ ン
　 ６ ６ 　 　 　 　 　 吸 引 ボ タ ン
　 ６ ７ 　 　 　 　 　 送 気 ・ 送 液 ボ タ ン
　 ７ 　 　 　 　 　 　 接 続 部 可 撓 管
　 ８ 　 　 　 　 　 　 光 源 差 込 部
　 ８ １ 　 　 　 　 　 光 源 用 コ ネ ク タ
　 ８ ２ 　 　 　 　 　 画 像 信 号 用 コ ネ ク タ
　 １ １ 　 　 　 　 　 多 層 配 線 基 板
　 １ １ ０ 　 　 　 　 基 板
　 １ １ １ 　 　 　 　 上 面
　 １ ２ 　 　 　 　 　 第 １ の 絶 縁 体 層
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　 １ ２ １ 　 　 　 　 第 １ の 配 線 パ タ ー ン
　 １ ３ 　 　 　 　 　 第 ２ の 絶 縁 体 層
　 １ ３ １ 　 　 　 　 ス ル ー ホ ー ル
　 １ ３ ２ 　 　 　 　 導 電 部
　 １ ４ 　 　 　 　 　 第 ３ の 絶 縁 体 層
　 １ ４ １ 　 　 　 　 第 ２ の 配 線 パ タ ー ン
　 １ ４ ２ 　 　 　 　 端 子
　 １ ４ ３ 　 　 　 　 ス ル ー ホ ー ル
　 １ ４ ４ 　 　 　 　 導 電 部
　 １ ５ 　 　 　 　 　 電 子 部 品
　 １ ５ １ 　 　 　 　 端 子
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止布线图案121和141直接暴露于蒸汽。因此，这种结构防止了由布线图
案121和141中的导线之间的水分残留引起的迁移的产生，从而防止由迁
移的产生引起的布线图案的短路。 Ž
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